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　（１）審議概観

　第160回国会において、本特別委員会に付託された法律案及び請願はなかった。

　〔国政調査等〕

　第159回国会閉会後の７月21日、理事会の合意に基づき、「平成16年７月豪雨災害対

策に関する政府への申入れ」を行った。

　７月30日、平成16年７月梅雨前線豪雨災害について、井上内閣府特命担当大臣から

報告を聴取した。

　８月４日、平成16年７月梅雨前線豪雨による被害状況等の実情調査のため、福井県

及び新潟県に、それぞれ委員派遣を行った。

　８月６日、前記委員派遣について、それぞれ派遣委員の報告を聴取した後、質疑を

行い、平成16年７月梅雨前線豪雨による被害に関する激甚災害の早期指定の見通し、

被災者生活再建支援制度の弾力的運用と積極的活用の必要性、J R越美北線の代替交

通の確保と全面復旧の見通し、被災中小零細企業に対する金融・税制対策と相談窓口

の設置、ＴＶ放送や携帯電話等を利用した避難・防災情報の伝達の迅速化と徹底化、

農作物・農業機械被害の実態と農業共済金の早期支払い、災害廃棄物処理事業の補償

対象拡大と地元負担の軽減の必要性、高齢者・児童・生徒等災害弱者の安全確保策、

地元自治体・商工団体と連携した地場産業の復興促進策などの諸問題が取り上げられ

た。

　（２）委員会経過

○平成16年７月30日（金）（第１回）

　○特別委員長を選任した後、理事を選任した。

　○平成16年７月梅雨前線豪雨災害について井上内閣府特命担当大臣から報告を聴いた。

○平成16年８月３日（火）（第２回）

　○平成16年７月梅雨前線豪雨による被害状況等の実情調査のため委員派遣を行うことを



　　決定した。

○平成16年８月５日（木）（第３回）

　○災害対策樹立に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定した。

　○閉会中における委員派遣については委員長に一任することに決定した。

○平成16年８月６日（金）（第４回）

　○政府参考人の出席を求めることを決定した。

　○派遣委員から報告を聴いた。

　○平成16年７月梅雨前線豪雨による被害状況等に関する件、激甚災害の指定に関する件、

　　災害時の情報伝達体制及び高齢者等の避難体制の整備に関する件、被災中小企業に対

　　する支援策に関する件、災害廃棄物の処理に関する件、被災者の生活再建支援に関す

　　る件、農業被害への支援策に関する件、平成16年台風第10号、第11号及び関連する大

　　雨による被害状況に関する件等について井上内閣府特命担当大臣及び政府参考人に対

　　し質疑を行った。

　　　　〔質疑者〕長谷川憲正君（自民）、松村祥史君（自民）、小林元君（民主）、高橋千

　　　　　　　　秋君（民主）、山本香苗君（公明）、仁比聡平君（共産）


